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世界の水ビジネス市場規模
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主要国の市場の伸び

(閉き覇 騒
ツコ内は

)
サウジアラビア

(85億ドサレ)

インド( 6 2 億ドル)

中国(478億ドサレ)

スベイン
(114億ドル)

(出所)経済産業省資料。市場規模は英
グローバルウォーター・インテ
リジエンス「GWM2011」(注)経済産業省試算

水 ビジネス ②

世
界
人
回
の
増
加
や
新
興

国
の
経
済
成
長
、

相
次
ぐ
異

常
気
象
を
背
景
に
、

貴
重
な

資
源
で
あ
る

「水
」
を
巡
る

ビ
ジ
ネ

ス
が
拡
大

し

て
い

る
。

経
済
産
業
省
の
試
算
に

よ
る
と
、

水
市
場
の
世
界
規

模
は
２
０
０
７
年
の
３６
兆
２

０
０
０
億
円
か
ら
、

２５
年
に

は
約
２

・
４
倍
の
８６
兆
５
０

０
０
億
円
に
拡
大
す
る
見
通

し
。

将
来
は
１
０
０
兆
円
を

超
え
る
巨
大
市
場
に
成
長
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

水
ビ
ジ
ネ
ス
の
裾
野
は
幅

広
く
、

上
下
水
道
の
運
営
や

下
水
、

排
水
処
理
な
ど
古
典

的
な
も
の
か
ら
、
Ｉ
Ｔ

（情

報
技
術
）
を
使

っ
た
水
道
管

理
、

水
処
理
膜
、

海
水
淡
水

化
、

船
舶
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
バ
ラ
ス
ト
水
の
処
理
ま
で

様
々
な
分
野
に
及
ぶ
。

今
後

の
急
速
な
成
長
が
予
測
さ
れ

る
地
域
は
南
ア
ジ
ア
と
中
東

場
全
体
の
成
長
率
の
４

・
７

％
を
大
き
く
上
回
る
。

こ
う
し
た
民
営
化
市
場
を

牛
耳
る
の
が
「
水
メ
ジ
ャ
ー

」

と
呼
ば
れ
る
欧
州
の
総
合
水

事
業
会
社
だ
。

資
金
調
達
か

ら
施
設
の
建
設

・
運
営
ま
で

を

一
括
で
提
供
す
る
事
業
モ

デ
ル
が
特
徴
。

最
大
手
は
仏

ヴ

ェ
オ
リ
ア

・
エ
ン
バ
イ
ロ

メ
ン
ト

（売
上
高
約
２
兆
９

４
０
０
億
円
）
、
２
位
は
仏

国
の
斗
山
が
大
手
だ
。

潜
在

市
場
の
大
き
さ
に
は
異
業
種

も
目
を
つ
け
、

米
ゼ
ネ
ラ
ル

・
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク

（Ｇ
Ｅ
）

や
独
シ
ー
メ
ン
ス
、

米
Ｉ
Ｂ

Ｍ
な
ど
巨
大
企
業
が
続
々
と

参
入
を
果
た
し
て
き
た
。

一
方
、

日
本
で
は
自
治
体

が
上
下
水
道
を
運
営
す
る
た

め
民
間
企
業
に
ノ
ウ

ハ
ウ
の

蓄
積
が
な
か

っ
た
う
え
、

業

務
分
野
も
分
か
れ
、

大
手
の

プ
レ
ー

ヤ
ー
は
限
ら
れ
て
き

た
。

伝
統
的
な
水
処
理
会
社

の
栗
田
工
業
、

オ
ル
ガ
ノ
の

た
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

や
、

三

菱
商
事
、

荏
原
、

日
揮
が
共

同
出
資
す
る
水
ｉ
ｎ
ｇ
が
水

道
総
合
事
業
を
強
化
。

三
菱

商
事
以
外
の
商
社
も
、

国
内

外
で
相
次
ぎ
事
業
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。

‐４
億
立
方

ロ
キ

肝
の
水
を
た

た
え
る
地
球
。

だ
が
約
９８
％

は
海
水
で
、

人
間
が
直
接
と

れ
る
水
は
０

・
０１
％
し
か
な

く
、

世
界
で
は
８
人
に
１
人

が
安
全
な
水
を
飲
め
な
い
環

境
に
あ
る
。

水
問
題
の
専
門

家
で
国
連
の
環
境
ア
ド
バ
イ

ア
ジ
ア
の
水
道
会
社
の
Ｍ
＆

Ａ

（合
併

・
買
収
）
で
事
業

基
盤
や
設
備
、

人
材
を

一
気

に
獲
得
し
、

海
外
市
場
開
拓

を
急
い
で
い
る
。

丸
紅
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
上

―
。

各
商
社
は
矢
継
ぎ
早
に

海
外
の
水
道
会
社
の
Ｍ
＆
Ａ

を
打
ち
出
し
て
い
る
。

日
本
で
は
上
水
道
は
官
営

が
主
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
だ
が
、

人
口
増
や
都
市
開
発
が
進
む

収
益
の
拡
大
を
狙
え
る
。

買

収
や
提
携
で
得
ら
れ
た
水
道

事
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
他
地
域

に
横
展
開
す
れ
ば
、

運
営

・

管
理
の
改
善
効
果
も
期
待
で

き
る
。

日
本
で
も
２
０
０
２
年
に

改
正
水
道
法
が
施
行
さ
れ
、

水
道
事
業
を
民
間
に
委
託
す

る
道
が
開
か
れ
た
。

国
内
で

は
ま
だ
部
分
的
な
委
託
が
大

半
だ
が
、

自
治
体
と
民
間
企

業
が
連
携
し
、

海
外
進
出
を

狙
う
動
き
は
こ
こ
数
年
、

活

発
に
な

っ
て
い
る
。

東
京
都

の
第

ニ
セ
ク
タ

ー
、

東
京
水
道
サ
ー
ビ
ス
（東

京

。
新
宿
）
は
昨
春
、

海
外

の
水
道
事
業
参
入
を

目
指

し
、

東
京
水
道
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル

（同
）
を
設
立
。

川
崎
市
も
伊
藤
忠
商
事
や
東

芝
な
ど
と
組
み
、

海
外
進
出

の
た
め
の
連
携
組
織
を
立
ち

上
げ
た
。

日
本
の
水
道
の
漏
水
率
は

全
国
平
均
で
７
％
、

東
京
都

は
わ
ず
か
３
％
と
世
界
で
最

も
優
れ
た
水
準
に
あ
る
。

そ

れ
を
支
え
る
自
治
体
の
管
理

ノ
ウ

ハ
ウ
と
、

民
間
の
浄
水

技
術
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、

世
界
市
場
で
競
争
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

盟
粉

商
社
、Ｍ

＆
Ａ
で
上
水
道
開
拓

水
ビ
ジ
ネ
ス
の
市
場
規
模

で
半
分
弱
を
占
め
、

主
戦
場

と
な
る
上
水
道
。

毎
日
利
用

す
る
上
水
道
は
利
用
者
数
、

水
道
使
用
量
な
ど
を
精
査
す

れ
ば
、

キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー

（現
金
収
支
）
を
予
測
し
や

す
い
。

大
手
商
社
は
欧
州
や

下
水
道
会
社
、

マ
イ
エ
ラ

ッ

ド

・
ウ
オ
ー
タ
ー

・
サ
ー
ビ

シ
ズ

（ケ
ソ
ン
市
）
の
株
式

２０
％
分
を
今
月
中
旬

に
取

得
、

住
友
商
事
が
今
月
上
旬
、

英
国
の
水
道
事
業
会
社
、

サ

ッ
ト
ン
＆
イ
ー
ス
ト
サ
ー
レ

イ
ウ
オ

ー
タ

ー
を
買
収
―

新
興
国
で
は
上
水
道
構
築
の

需
要
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

英

国
な
ど
の
よ
う
に
民
間
企
業

が
上
水
道
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛

け
て
い
る
国
で
は
Ｍ
＆
Ａ
の

投
資
機
会
も
多
い
。

Ｍ
＆
Ａ
で
傘
下
に
収
め
、

コ
ス
ト
を
削
減
す
れ
ば
事
業

水 ビジネス ①

１００
兆
円
市
場
巡
り
争
奪
戦

・
北
ア
フ
リ
カ
。

国
別
で
は

ス
エ
ズ

・
エ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン

ほ
か
、

総
合
的
な
水
事
業
は

ザ
ー
を
務
め
る
吉
村
和
就
氏

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

イ
ン
ド
、

中
国
で
年
率
２
桁
の
成
長
率

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

企
業
が
参
入
で
き
る
民
営

化
さ
れ
た
市
場
の
成
長
率
は

推
定
で
年
間
８

，
４
％
。

市

卜
（同
１
兆
４
７
０
０
億
円
）

で
フ
ラ
ン
ス
企
業
だ
け
で
７

割
を
占
有
。

英
テ
ム
ズ

・
ウ

オ
ー
タ
ー

が
続
く
。

新
興
国
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
ハ
イ
フ
ラ
ッ
ク
ス
、

韓

日
立
製
作
所
な
ど
が
手
掛
け

る
程
度
だ

っ
た
。

し
か
し
、

こ
こ
へ
来
て
業

種
間
の
連
携
が
徐
々
に
進
み

始
め
て
い
る
。

富
士
電
機
と

日
本
ガ
イ
シ
が
事
業
統
合
し

は

「
世
界
各
国
は
国
を
挙
げ

に
取

り
組
む
の
に
日
本
は
存
在
感

び

限

瞬

俺

犀

怪

幡

た
事
業

展
開
を
急

ぐ

べ
き

だ
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

2 0 ■ 3 年 ( 平成 2 5 年) 2 月 2 6 日 ( 火曜 日)


